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　　　　今月の主な内容
今日からあなたも豆博士………………・甲一P2～P3

新風営法改正のあらまし………・…・…◎・一・…P4～P5

宮城県知事選挙…………・・……・………一…　　P6

トピックスー・……・……・・…・……………・…　　…P7

市民登場、地名アレコレ、市民文芸………P8～P9

わが家の味…一…・一・…P一…………一　　　一P10

公民館だより一一…・……・一…・…………・　一P11

おしらせ…………・一…・・一・…・…・……・…P13～P15

カメラ・ニュース、休日急患当番医………・　…P16

　　　機動力抜群のバレード

　1月6日、自石市消防団（上西礼二団長、団員

700人〉の出初式が斎が川の雁狩橋付近において、

団員の一斉放水により始まりました。引き続き、消

防音楽隊を先頭に市内をパレード。中町の観閲会場

では川井市長が小型動力車32台、ポンプ車2台に分

乗した団員の機動力抜群のパレードを激励しました。
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平均10，214トン
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　　　　　　矯白石市内τ使わねている電話

　　　　　　　16，809台（57年白石電報電話局調〉

　　　　　｝

　験白石の下水道

　　　　　　全体計画　認可計画

　1，処理面積　1，256加　　　407加

　2．〃人口　39，300人　17，500人

　3，汚水管渠

　　延長251，470m88，631m
　4．事業費　　26，914百万円11，000百万円

　　　　　59年1月現在

　①管渠延長　　　11，243．80m

　　（φ1，350～φ250％）

　⑨整備面積　　　　45加

　・3総事業費　　　127，537万円
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協蝕碧業務搬送係9年調資荊　　

　総数　559人（年問）白石消防署l
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今日から

働臼石市内の／dヰ侍仁の

　　　　　　　慌重㌧主徒窺

　小学生　3，855人（59年5月調）

　中学生　1，748人

　計　　5，603人

縮白石川の臼鳥（乃飛昇楼ヲ

　249羽

　　　　（60年1月22日現在）

廟騰石市の乳用牛飼養頭勲

　2，321頭（57年2月1日現在）

　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鳥1年間白石市内で発生し

　皐故件数は、

　　144件（58年）
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　寧郵便の配調痘兄158年膳周

11日約7，000通～8，000通

通常薩職1日晋均）
　　　『

　　　1書留　　177（〃　〃

砲薩71諺…
　　　1書留　2（．．1
　　　　　　　　　　　　　 」

　1

　ゴ
．II蟻融峰戸稿古幽
　1　　　　　　　　（57年度調）

　　　　15，297台

　　　　　1ηら

　1．村上　とく　（105歳）斎川

　2．門馬　すゑ（102歳）福岡

　3．島貫まつの（100歳）白川

　4．早坂　たけ（99歳）大平

’　5．角張　なみ（98歳）大鷹沢

　㊥昭和59年の出生と死τπ

　　出生569人

　　死亡319人
　　　　　　　．〆盈、

｛》 Fヨ石市・「メ面秘

　285，940，165㎡

「』　　　｝－
1審白肺iiの位置r諸酬
1　　東経140。37’23”

　　　ヰヒ系毒　37。59／57々
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　　　　　　　　　　1，705m

　　2．　　　　　　　　898m

　　3．花房山　　　　819m
　　4．弥太郎山　　　　816m
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ぼ
く
た
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白
石
を
と
う
け
い
で

　
　
　
　
あ
ら
わ
し
て
み
ま
し
た

　
　
よ
く
見
て
ネ
”

塵河　　川

河川名

白　石　川

高　田　川

大太郎川

平　家　川

児捨川
天津沢川

斎　　川

谷　津川

塩　　　川

沢の内川

川原子沢川

区 域

起 占
m 終　　点

．ヨ

刈田郡七ケ宿町湯原

臼石市大鷹沢大町関根

　ク　福岡深谷鍋倉山

　〃　福岡深谷家老内

〃福岡深谷三住沢含流点

臼石市福岡長袋河原沢

　ク　越河中田

　　大鷹沢三沢宇当坂

　〃　斎川

　ク　越河

　ク　福岡蔵本種川

阿武隈川合流点

臼石川含流点

松川合流点

大太郎川含流点

臼石川合流点

児捨川合流点

白石川合流点

斎川合流点

　　〃

自石川合流点

69，689

5，21）1）

4，000

1，600

5，999

2，500

14，839

3，000

2，200

2，000

9，372

1　、1モ：県ガ管理している一繊1朔1である

L一

毒図書館

　蔵書数　66，211冊（58年3月調）
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1爵駅の利甲

　1日平均　3，928人（自石駅）

　　〃　　1，121人（白石蔵王駅）

　　。・蕪参凝卜
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「風俗営業等の規制及び業務の適正化等

　　　　　　　に関する法律」60年2月13日施行

＼こ新風営法改正のあらま

新
風
営
法
改
正
の
改
正
要
点

　
昭
和
五
十
九
年
八
月
十
四
日
法
律

第
七
十
六
号
と
し
て
「
風
俗
営
業
等

取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

が
公
布
さ
れ
、
法
律
の
名
称
も
「
風

俗
営
業
等
取
締
法
」
か
ら
「
風
俗
営

業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等

に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
、
昭

和
六
十
年
二
月
十
三
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
風

営
法
改
正
の
要
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

〈
改
正
要
点
〉

　
現
行
風
俗
営
業
等
取
締
法
は
、
キ

ャ
バ
レ
ー
（
一
号
営
業
）
、
料
理
店
・

カ
フ
ェ
ー
（
二
号
営
業
）
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
（
三
号
営
業
）
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
・

ダ
ン
ス
教
授
所
（
四
号
営
業
）
、
低
照

度
飲
食
店
（
五
号
営
業
）
、
区
画
席
飲

食
店
（
六
号
営
業
）
、
ま
あ
じ
ゃ
ん
屋
・

ぱ
ち
ん
こ
屋
等
（
七
号
営
業
）
を
風

俗
営
業
と
し
て
県
公
安
委
員
会
の
許

可
に
係
ら
し
め
で
、
い
る
ほ
か
、
深
夜

飲
食
店
、
個
室
付
浴
場
業
、
及
び
ス

ト
リ
ッ
プ
劇
場
に
つ
い
て
も
一
定
の

事
項
に
つ
い
て
規
制
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
上
記
の
ほ
か
、

最
近
問
題
に
な
っ
て
い
る
類
似
モ
ー

テ
ル
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
、
レ
ン
タ
ル
ル

ー
ム
、
ア
ダ
ル
ト
シ
ョ
ッ
、
プ
や
個
室

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
新
形
態
の
性
を
売
り

も
の
と
す
る
営
業
等
を
「
風
俗
関
連

営
業
」
と
し
て
、
深
夜
飲
食
店
（
常

態
と
し
て
通
常
主
食
と
認
め
ら
れ
る

食
事
を
提
供
し
て
営
む
も
の
を
除
く
）

等
と
と
も
に
、
県
公
安
委
員
会
に
届

出
書
を
提
出
さ
せ
る
規
定
を
設
け
た

ほ
か
、
少
年
指
導
委
員
制
度
及
び
風

俗
環
境
浄
化
協
会
の
指
定
等
少
年
の

非
行
防
止
、
健
全
育
成
の
た
め
に
新

た
な
規
定
を
整
備
し
、
現
行
法
（
全

条
文
八
条
）
を
大
幅
に
整
備
（
全
条

文
五
十
一
条
）
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
る
改
正
要
点
は
、
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

／
題
名
の
変
更
及
び
目
的

　
　
規
定
の
新
設

ア
　
法
律
の
題
名
を
「
風
俗
営
業
等

　
取
締
法
」
か
ら
「
風
俗
営
業
等
の

　
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

　
す
る
法
律
」
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

イ
　
現
行
法
に
な
か
っ
た
法
の
目
的

　
規
定
を
新
設
し
、
「
こ
の
法
律
は
、

　
善
良
の
風
俗
と
清
浄
な
風
俗
環
境

　
を
保
持
し
、
少
年
の
健
全
な
育
成

　
に
障
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
防
止
す

　
る
た
め
、
風
俗
営
業
及
び
風
俗
関

　
連
営
業
等
に
つ
い
て
、
営
業
時
間
、

　
営
業
区
域
等
を
制
限
し
、
及
び
年

　
少
者
を
こ
れ
ら
の
営
業
所
に
立
ち

　
入
ら
せ
る
こ
と
等
を
規
制
す
る
と

　
と
も
に
、
風
俗
営
業
の
健
全
化
に

資
す
る
た
め
、
そ
の
業
務
の
適
正

化
を
促
進
す
る
等
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
已
と
明
定

さ
れ
ま
し
た
。

2
風
俗
営
業
に
関
す
る

　
　
規
定
の
整
備

ア
　
ゲ
ー
ム
機
賭
博
や
不
良
少
年
の

　
た
ま
り
場
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

　
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
を
八
号
営
業

　
と
し
て
、
許
可
対
象
業
種
と
さ
れ

　
ま
し
た
。

イ
　
従
来
県
の
条
例
に
委
任
さ
れ
て

　
い
た
許
可
の
基
準
を
整
備
し
、
特

　
に
、
新
た
に
欠
格
事
由
と
し
て
、

　
暴
力
団
員
、
覚
せ
い
剤
中
毒
者
等

　
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

ウ
　
許
可
申
請
手
続
、
相
続
人
の
営

　
業
の
承
継
を
承
認
事
項
と
す
る
等

　
手
続
が
簡
易
化
さ
れ
ま
し
た
。

工
　
営
業
所
ご
と
に
管
理
者
を
置
き
、

　
営
業
者
に
対
す
る
助
言
、
使
用
人

　
等
に
指
導
等
を
行
う
こ
と
と
し
、

　
営
業
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
と
さ

　
れ
ま
し
た
。

オ
　
営
業
時
間
は
、
原
則
と
し
て
午

　
前
0
時
ま
で
と
一
時
間
延
長
さ
れ

　
ま
し
た
。

力
　
遵
守
事
項
違
反
を
直
罰
か
ら
原

　
則
と
し
て
、
指
示
及
び
行
政
処
分

　
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
と
さ
れ

　
ま
し
た
。

3
風
俗
関
連
営
業
に
関

　
　
す
る
規
定
の
整
備

ア
　
現
行
法
に
お
い
て
は
、
個
室
付

　
浴
場
業
に
つ
い
て
地
域
規
制
及
び

　
行
政
処
分
の
規
定
が
、
モ
ー
テ
ル

　
営
業
に
つ
い
て
地
域
規
制
の
規
定

　
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、

　
今
回
新
た
に
、
ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
、

　
の
ぞ
き
劇
場
、
ラ
ブ
ホ
テ
ル
、
類

　
似
モ
ー
テ
ル
、
ア
ダ
ル
ト
シ
ョ
ッ

　
プ
そ
の
他
の
性
風
俗
に
関
係
す
る

　
営
業
を
加
え
、
風
俗
関
連
営
業
と

　
し
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

　
し
た
。

イ
　
風
俗
関
連
営
業
者
は
、
営
業
所

　
ご
と
に
特
定
の
事
項
を
都
道
府
県

　
公
安
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ウ
　
風
俗
関
連
営
業
に
つ
い
て
は
、

　
学
校
、
図
書
館
、
児
童
福
祉
施
設

　
ま
た
は
県
条
例
で
定
め
る
施
設
の

　
敷
地
等
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
の
距

　
離
内
に
あ
る
区
域
や
、
条
例
で
定

　
め
る
地
域
で
は
、
営
業
を
禁
止
す

　
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

　
現
行
営
業
者
に
つ
い
て
は
、
既
得

　
権
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
　
十
八
歳
未
満
の
少
年
少
女
の
立

　
入
り
や
従
業
等
を
禁
止
し
、
少
年

　
の
健
全
な
育
成
に
障
害
を
及
ぼ
す

　
行
為
を
防
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま

　
し
た
o

4

オ
　
営
業
者
が
こ
の
法
律
に
違
反
す

　
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
必

　
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
こ
と
と
し
た
ほ
か
、
指
示
に
達
反

　
し
た
場
合
及
び
一
定
の
犯
罪
を
犯

　
し
た
場
合
に
は
、
八
ヵ
月
以
下
の

　
営
業
停
止
処
分
等
を
課
す
る
こ
と

　
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

力
　
営
業
停
止
処
分
を
し
た
場
合
に

　
は
、
こ
れ
を
公
示
す
る
た
め
に
、

当
該
処
分
に
係
る
営
業
所
に
一
定

　
の
標
章
を
張
り
つ
け
る
こ
と
と
な

　
り
ま
し
た
。

4
深
夜
に
お
け
る
飲
食
店

　
営
業
の
規
制
等
に
関
す

　
る
規
定
の
整
備

ア
　
営
業
所
の
構
造
及
び
設
備
を
、

　
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
6

　
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

　
に
維
持
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

イ
　
深
夜
に
お
い
て
客
に
遊
興
を
さ

　
せ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
　
営
業
所
内
の
照
度
を
、
国
家
公

　
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
数
値
以

　
下
と
し
て
そ
の
深
夜
に
お
け
る
営

　
業
を
営
ん
で
は
な
ら
な
い
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
。

工
　
営
業
所
周
辺
に
お
い
て
、
政
令

　
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道

府
県
の
条
例
で
定
め
る
数
値
以
上

　
の
騒
音
ま
た
は
振
動
（
人
声
そ
の

　
他
そ
の
営
業
活
動
に
伴
う
騒
音
ま

　
た
は
振
動
に
限
る
。
）
が
生
じ
な
い

　
よ
う
に
、
そ
の
深
夜
に
お
け
る
営

　
業
を
営
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

　
と
と
な
り
ま
し
た
。

オ
　
深
夜
に
お
け
る
飲
食
店
営
業
は
、

　
接
待
行
為
が
行
わ
れ
や
す
く
ま
た

　
酔
客
の
騒
ぎ
や
す
い
時
間
帯
の
営

　
業
（
営
業
の
常
態
と
し
て
、
通
常

　
主
食
と
認
め
ら
れ
る
食
事
を
提
供

　
し
て
営
む
も
の
は
除
く
。
）
の
た
め
、

　
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
性
か

　
ら
営
業
所
ご
と
に
特
定
の
事
項
を

　
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り

　
ま
し
た
。

力
　
原
則
と
し
て
年
少
者
（
十
八
歳

　
未
満
）
を
客
と
し
、
ま
た
は
客
に

　
接
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
て
は
な

　
ら
な
い
こ
と
及
び
二
十
歳
未
満
の

　
者
に
、
酒
類
や
煙
草
を
提
供
し
て

　
は
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

キ
　
営
業
者
ま
た
は
そ
の
代
理
入
等

　
が
、
そ
の
営
業
に
関
し
、
法
令
ま

　
た
は
施
行
条
例
の
規
定
に
違
反
し

　
た
場
合
に
お
い
て
、
善
良
の
風
俗

　
若
し
く
は
清
浄
な
風
俗
環
境
を
害

　
し
、
ま
た
は
少
年
の
健
全
な
育
成

　
に
障
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る

　
と
認
め
る
と
き
は
、
飲
食
店
営
業

者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
お
そ
れ
の

あ
る
行
為
を
一
防
止
す
る
た
め
必
要

な
指
示
を
県
公
安
委
員
会
が
出
来

る
こ
と
と
し
、
軽
微
な
違
反
に
対

し
て
は
、
原
則
と
し
て
指
示
で
対

処
す
る
こ
と
と
し
て
、
営
業
者
の

自
主
的
な
努
力
を
尊
重
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

与
少
年
指
導
委
員
及
び
風

　
俗
環
境
浄
化
協
会
に
関

　
す
る
規
定
の
新
設

ア
　
盛
り
場
等
に
お
け
る
少
年
の
補

　
導
等
の
活
動
に
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
の
活
力
を
導
入
し
、
こ
れ
を
促

　
進
す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
公
安

　
委
員
会
が
］
定
の
要
件
を
満
た
す

　
者
の
中
か
ら
少
年
指
導
委
員
を
委

　
嘱
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

イ
　
少
年
指
導
委
員
は
、
名
誉
職
と

　
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ウ
　
公
安
委
員
会
は
、
善
良
の
風
俗

　
の
保
持
及
び
風
俗
環
境
の
浄
化
並

　
び
に
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

　
法
人
を
、
県
に
一
つ
を
限
っ
て
「
風

　
俗
環
境
浄
化
協
会
」
と
し
て
指
定

　
し
、
そ
こ
に
、
風
俗
環
境
に
関
す

　
る
苦
情
の
処
理
や
法
律
違
反
防
止

　
の
た
め
の
啓
発
活
動
、
講
習
、
調

査
の
委
託
を
行
う
な
ど
し
て
、
広

く
民
間
に
お
け
る
浄
化
活
動
を
促

進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

＠
そ
の
他

ア
　
手
数
料
の
額
は
、
全
国
一
律
で

　
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら

　
政
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

　
ま
し
た
。

イ
　
現
行
法
の
罰
金
の
最
高
額
が
、

　
三
万
円
以
下
か
ら
新
改
正
法
で
は

　
五
十
万
円
以
下
と
、
経
済
事
情
の

　
変
動
を
勘
案
し
て
大
巾
に
引
き
上

　
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

カギかけは家族みんなの合言葉

隣に「一声」をお出かけのさいは、

春
季

全
国
火
災
予
防
運
動

2
月
2
8
日

　
　
～
3
月
B
日

珊
火
の
爾
慰
」

ドロボーの被害は

　こんなにあります。

被害件数　74件

1昭和59年中、

　　　資料：白石警察署

車上狙い（駐車中の車両か

ら現金や物品を盗む手口）

車上狙いの防止策

1．車内には財布（現金）やバック類（品物）を置かない。

2．車両を離れる時はドアロックを必ず行う。

　　（車両盗難にも発展する）

3．不幸にして被害にあった場合は、車両に手を触れず警察

　110番通報。
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タコ揚げ大会
　　　　　　　　　　　○一南中学校
　1月11日、白石南中学校（浅野弘校長、生徒数171

人）のタコ揚げ大会が同校第2グラウンドで全校生徒

が参加して行われました。

始業式の終わった生徒たちは、冬休みの間、自宅で

工夫を凝らして作った箱型の立体ダコや連ダコなどを

手にニッコリ。作品発表会では、「よくできたで賞」が

！0人に贈られたあと、生徒たちがそれぞれの想いを込

め、大空にカラフルなタコを舞い上げ、駆けまわる生

徒たちは、大きな歓声をあげていました。

　　　　珊眼　　　　1
　　　　　ア、，

　　廻
　　　・綬：力

　　　　　吊、影『
・
．
鞠
．

現　
甜
弩

蕪

　豊
　．中　』｛

アフリカ干ばつ救援金

　　　　　　○一白二小児童会
　1月19日白石第二小学校の「つばさ児童会」の代表

竹内ひろ子さん（6年）と山田幹君（5年）が白石市

社会福祉事務所を訪れ、日赤を通じアフリカ干ばっの

救援金に役立ててくださいと116，389円を手渡しまし

た。同児童会（984名）では、テレビや新聞などの報

道で知った飢えに苦しむアフリカの入々を一人でも多

く救おうと呼びかけ、お年玉の一部を募金にしようと

一週間の期間を設け、募ったチビッコの善意の基金です。

わだい

図書購入の目録を贈呈

　　　　　　　　　　　C）一申酉会
人生の節目としての“不惑”を迎えた昭和19・20年

生まれの同級生からなる申酉会（大槻賢滋会長・会員
12（1名｝は、1月12日CD神明社での“厄払い”の儀式
のあと市民会館に集まり、総会及び懇親会を盛大にと
を｝行いました。

二の日は、川井市長も招かれ、会長から申酉会の記
念事業である臼石市図書館への「児童図書・本棚」の
目録が市長に手渡されました。目録の内容は、小・中
学生を対象とした文学、社会、科学など各分野にわた
る図書500冊余りと書棚で、価格にして60万円となっ
ています・二れらの図書は、子ども達の健全な知識の
向上に役立っものと期待されて1，球す。

ノ

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　年賀はがきのお年玉

　　　　　　　　　　1ラー鎌先郵便局

お年玉付き年賀はがきの当選賞品の引き換えが1月

21日から始まりましたが、市内の鎌先郵便局（佐藤宗

孝局長1では、地元鎌先に住む主婦佐藤と・1よさん〔58

歳）が、古い友人からの年賀はがきが一等に当たり、賞

品の電子レンシが手渡されました，、同局では、二等の

松田豊七さん〔大河原在住・73歳｝も引き換えに訪れ

インスクントカメラを手に大喜び。自石郵便局管内で

は、局始まって以来一等当選が二人で、加藤文二さん

（自石市内・66歳）もその幸運な一へでした。

7 ◎塾

この……票わたしが選ぶ

宮城県知事選挙
投票日

；
、
．
不
在
者
投
票

投
票
日
の
当
日
次
の
い
づ
れ
か
の
三
、
入
場
券

一
つ
に
該
当
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
　
　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
．
、

k
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
な
お
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
し

1
　
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
　
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投
票

c
職
務
又
は
業
務
に
従
事
す
る
場
含
。
所
で
そ
の
旨
受
付
け
に
申
し
出
て
く

2
　
止
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事
　
だ
さ
い
。

ノ

3月3日（日）

よい宮城

　
、
今
回
の
選
挙
に

　
　
　
　
　
投
票
で
き
る
方

　
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
き
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
以
前
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
住
所
な
ど
の
異
動
が
な
い
限
り

そ
の
ま
ま
登
録
き
れ
て
い
ま
す
。
今

回
新
た
に
登
録
さ
れ
る
方
は
次
の
方

で
す
。

　
1
　
昭
和
四
十
年
三
月
四
日
以
前

に
生
れ
た
方
（
当
市
に
三
ケ
月
以
上

住
所
を
有
す
る
方
）

　
2
　
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
九
日

ま
で
に
転
入
届
を
し
た
方

故
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
含
。

　
3
　
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ

り
投
票
日
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難

で
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
場
含
。

　
期
間
　
二
月
十
一
日
～
三
月
二
日

　
時
間
　
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
～

　
　
　
　
午
後
五
時

　
手
続
き
　
入
場
券
と
印
鑑
を
も
っ

　
　
　
　
て
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

　
　
　
　
局
に
お
い
で
下
さ
い
。

　
宮
城
県
知
事
選
挙
は
、
二
月
十
］

日
に
告
示
さ
れ
、
三
月
三
日
投
票
日

と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
三
月
三
日
に
は
必
ず
投
票
し
、
あ

な
た
の
一
票
を
県
政
に
反
映
さ
せ
ま

し
よ
う
o

　
「
選
挙
公
報
」
は
告
示
後
発
行
さ

れ
次
第
お
届
け
し
ま
す
。

1（々噺縣鷺傾・
1繍色説蜜、身園

　『樹』

￥の一勲！

．
先
ず
わ
が
家
か
ら

ヂ博
I　　　

｝

㌧鳩蛇

　　㌧1

ル
、　
ー

’
～
～

島な愁の鵡・跨撫の鵡
一、し薦1ξ蒙躯、鋤

　
選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は

白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
電
話
　
五
ー
二
二
一
　
内
線
一
六
〇
1
［
六
【

四
、
投
票
時
間

　
当
日
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
で
す
が
、
次
の
投
票
区
は
時
間

を
繰
り
上
げ
ま
す
。

　
福
岡
第
六
投
票
区

　
福
岡
第
七
投
票
区

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
ま
で

　
福
岡
第
八
投
票
区

　
小
原
第
六
投
票
区

鞭
撫
野
緯
ま
で

小
塁
投
票
区
コ

五
、
投
票
所
の
変
更

1
　
白
石
第
二
投
票
所
は
、
前
回

　
は
臼
石
市
立
第
一
小
学
校
体
育

　
館
を
使
用
い
た
し
ま
し
た
が
、

　
へ
7
回
か
ら
臼
石
市
図
書
館
に
変

　
．
更
い
た
し
ま
す
一
．

2
　
福
岡
第
二
投
票
所
は
、
従
来

　
の
福
岡
小
学
校
長
峯
分
校
か
ら

　
川
原
子
集
会
所
に
変
更
い
た
し

　
ま
す
。
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ロ

研唖皿
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円
，

㎝
卍
一

『
D
卜
・

皿
虚
h

皿
－
一
一

励

易

成
人
式
で
意
見
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
熊
　
幸
子
さ
ん

　
　
『
昭
和
六
十
年
一
月
十
五
日
、
今
日
大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
成

　
人
式
に
望
み
、
私
は
本
当
に
幸
せ
］
杯
で
す
。
』
『
人
生
へ
の
船
出
を

　
す
る
責
任
を
十
分
自
覚
し
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
日

　
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
』
と
意
見
発
表
を
行
っ
た
小
熊
幸
子
さ
ん
（
二

　
十
歳
）
白
川
津
田
1
1
。

　
　
小
熊
さ
ん
は
、
仙
台
に
あ
る
企
画
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
、

　
「
職
場
へ
の
通
勤
に
は
鉄
道
を
利
用
す
る
た
め
読
書
の
機
会
が
多
く

　
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
特
に
、
「
最
近
は
推
理
小
説
が
お
も
し
ろ
い

　
で
す
ね
1
已

　
　
「
小
さ
い
頃
か
ら
読
書
が
好
き
で
、
昔
、
小
学
校
の
校
長
先
生
か
ら

　
い
た
だ
い
た
本
の
事
を
時
々
思
い
出
し
ま
す
」
と
語
り
、
「
覚
え
始
め

　
で
す
が
セ
ー
タ
ー
の
編
み
物
に
挑
戦
。
早
く
仕
上
げ
た
い
の
で
す
が
」

喫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
希
望
も
τ
言
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
に
発
表
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
に
『
…
私
達
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
一
人
ひ
と
り
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
意
を
持
っ
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動
し
頑
張
ら
な
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ば
…
』
『
…
健
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
心
、
愛
の
心
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
意
の
心
、
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
す
心
を
持
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
全
力
投
球
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
す
ば
ら
し
い
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
で
幸
福
な
世

れ｝皿

の
中
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
そ
こ
に
誇

り
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
だ
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
…
』
『
…
ど
ん
な
苦
難

の
道
に
も
絶
対
く
じ
け
ず
一
生
懸
命

頑
張
れ
ば
必
ず
幸
せ
が
あ
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
…
』
が
あ
り
ま
し
た
が
、

小
さ
い
頃
か
ら
の
ユ
キ
ち
ゃ
ん
は
の

質
問
に
「
生
い
立
ち
の
中
で
ユ
キ
ち

ゃ
ん
ユ
キ
ち
ゃ
ん
と
皆
か
ら
愛
称
さ

れ
育
っ
た
私
は
、
二
十
歳
に
な
り
本

当
に
素
直
な
気
持
ち
で
物
言
を
言
え

る
よ
う
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
の
最
後
に
小
熊
さ
ん
は

こ
う
述
べ
ま
し
た
。
『
苦
し
い
時
も
辛

い
時
も
雄
大
な
蔵
王
、
そ
し
て
清
い

流
れ
の
自
石
川
を
忘
れ
ず
、
一
生
懸

命
、
臼
石
市
の
人
間
と
し
て
の
誇
り

を
持
っ
て
幸
せ
に
む
か
っ
て
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
、

成
人
式
を
む
か
え
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
私
達
、
未
釆
に
む
か
っ
て
羽

ば
た
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
…
：

私
達
の
た
め
に
成
人
式
を
お
世
話
下

さ
い
ま
し
た
方
々
、
私
達
の
た
め
に

御
出
席
下
さ
い
ま
し
た
御
来
賓
の
方

々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
達
の
た
め
に
温
か

い
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　

小
熊
さ
ん
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
ま

す
。

｝
鳥
渡
（
福
島
市
大

申
森
）
の
山
王
神
社

　
　
　
　
　
　
い
ち
ぼ
く

　
と
ご
神
体
が
一
木

　
両
体
⊃
本
の
木

　
で
同
じ
神
像
を
造

　
る
）
だ
と
伝
え
る
。

吻
鳥
渡
の
山
王
社
は

　
伊
達
家
の
建
立
に

‘
か
か
る
古
柱
だ
が
、

　
小
原
の
山
王
社
が

　
い
つ
祀
ら
れ
た
か

　
は
わ
か
ら
な
い
。

W軸W榔

　
　
小
原
に
猿
鼻
と
い
う
地
名
が
あ

　
る
。
老
人
屡
は
わ
ユ
ハ
ナ
と
呼
ぶ

　
が
、
近
ご
ろ
の
若
い
人
は
牛
ル
ハ

　
ナ
と
い
う
の
が
多
い
と
い
う
。
猿

　
は
「
去
る
」
に
通
ず
る
の
で
昔
の

　
　
　
コ
ズ
ん
へ
ぎ

　
人
は
縁
起
を
か
つ
い
で
ネ
コ
と
い

　
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
猫
は
招
き
猫

　
に
「
招
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

　
猿
を
猫
に
読
み
か
え
た
の
で
あ
ろ

　
う
。
こ
の
地
内
に

　
さ
ん
の
う

　
山
王
社
が
あ
り
、

鞠
》
｝
り
わ
芹
．

W鼎
酬

・
な
ど
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う

賜

花
（
鼻
）
町
と
い
っ
て
い
る
。
大

卒
都
婆
に
猿
内
と
い
う
地
名
が
あ

り
、
こ
こ
も
わ
ユ
か
あ
と
呼
ん
で

い
る
。
土
地
の
古
老
の
話
で
は
昔
、

猿
廻
し
の
旅
芸
人
が
殺
さ
れ
た
の

で
猿
討
ち
と
い
っ
た
の
が
猿
内
に

な
っ
た
と
伝
え
、
そ
の
場
所
は
今

も
辮
晋
な
っ
て
い
る
と
い
う
・

だ
が
ア
イ
ヌ
語
系
で
荒
れ
地
や
草

原
を
サ
ル
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
と

　
　
　
　
　
　
関
係
あ
る
地
名
で

　
　
　
　
　
　
は
な
か
ろ
う
か
。

地名アレコレ

　　⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
山
王
社
の
お
捜

　
い
は
猿
だ
か
ら
、
山
王
様
に
ち
な

　
ん
で
猿
鼻
の
地
名
が
つ
い
た
と
い

　
う
。
だ
が
古
い
醤
葉
で
崖
の
こ
と

　
を
さ
る
と
い
っ
て
い
る
か
ら
サ
ル

　
ハ
ナ
は
崖
の
先
端
部
と
い
う
地
形

　
的
な
名
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
こ

　
は
臼
石
川
に
の
ぞ
む
崖
地
が
多
い

　
蔵
王
町
に
も
猿
鼻
と
い
う
宿
場
部

、
落
が
あ
り
、
F
こ
こ
は
猿
を
と
っ
て

榊～距

伝説や歴史と地名（4

と
も
あ
れ
サ
ル
は

よ
く
よ
く
嫌
わ
れ

た
。
し
か
し
例
外

も
あ
り
、
上
戸
沢

⑳
騰
畿
ば
わ
ン
と

は
い
わ
な
い
。
猿

　
　
　
リ
マ
ヤ
り

に
似
て
利
口
な
動

物
に
櫛
が
あ
る
・

昔
か
ら
人
を
だ
ま

す
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
辺
の
山

　
間
部
で
は
狸
を
を
ア
あ
と
呼
ぶ
が
、

　
ま
た
狸
の
字
を
？
M
、
と
も
読
む
。

　
大
町
の
狸
穴
は
マ
ミ
ア
ナ
、
犬
卒

　
都
婆
の
狸
入
は
ム
ジ
ナ
イ
リ
と
呼

　
ぶ
な
ど
そ
の
一
例
で
あ
る
．
”
．
だ
が

　
動
物
学
上
で
は
マ
ミ
は
ア
ナ
グ
マ

　
で
イ
タ
チ
科
、
タ
ヌ
キ
は
イ
ヌ
科

　
ば
か
さ
れ
た
よ
う
な
地
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

。
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
ま
る
で
狸
に

8

皿
イ
ド
ル
出

わが家のア
T
、

　　凝写乏

』o

轟』逸

栗原良平ちゃん（白石）

　孝夫さん、庸子さんの次男

ママからひとこと

ミ優しい気持ちを忘れず、たく

　ましく育ってほしい，

　　一
　　牛

大一
沼
り

か

づ

（
白
二
小
［
年
）

わたしの

　物塑曾勿

豊．

璽

ゐオ　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
◆

「牛」

　梅津亮太郎（白二小1年

　　　　　　閣o　　　　　伊　　　　　　■　　　　『　　　一　　呼司　？』｛「
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　　　市

歌

蕾民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

川
股
兵
三
選

な
ん
と
な
く
本
を
読
み
た
く
想
い
出
の
息
子
の
買
い

・
・
、
れ
し
本
を
さ
が
し
ぬ
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

畠
よ
り
色
濃
・
＼
な
り
し
葉
牡
丹
を
鉢
植
え
に
し
て
新

年
を
迎
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

枯
葦
も
刈
ら
れ
て
広
し
川
面
に
漣
波
寄
せ
て
浮
か
ぶ

自
鳥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
救
援
に
い
く
ば
く
の
寄
附
を
済
ま

せ
て
家
路
急
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

お
ぼ
つ
か
ぬ
手
付
に
針
を
運
ぶ
夫
吾
病
む
傍
に
ほ
こ

ろ
び
を
縫
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

夕
焼
け
の
茜
の
空
を
隣
人
と
声
か
け
あ
い
て
塀
越
し

に
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

南
天
の
赤
き
つ
ぶ
ら
実
づ
い
ば
み
し
鳥
影
も
な
し
稔

る
今
年
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

自
転
車
を
押
し
つ
つ
登
る
坂
道
の
あ
ら
草
の
な
か
に

紫
苑
の
咲
け
る
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

雨
降
ら
ぬ
う
ち
に
墓
場
の
落
葉
掃
き
心
さ
や
け
く
朝

を
帰
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
た
ち
ば
な

肉
親
は
吾
れ
を
忘
れ
る
は
ず
な
し
と
信
じ
て
叫
ぶ
孤

児
に
幸
あ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
　
青
蘭

思
わ
ざ
る
雪
に
し
だ
れ
し
南
天
に
ひ
よ
鳥
来
り
赤
き

実
散
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

ブ
ラ
ン
コ
は
母
と
子
を
の
せ
冬
の
真
陽
浴
び
つ
つ
揺

る
る
公
園
の
隅
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

広
き
田
の
稲
架
の
彼
方
に
夫
と
遊
ぶ
孫
の
高
き
声
聞

こ
え
来
る
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

小
春
日
の
コ
ー
ト
に
集
い
熟
年
の
友
と
楽
し
む
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

一
握
の
砂
に
打
た
れ
て
始
め
た
る
わ
が
短
歌
集
も
二

巻
と
な
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
・
　
山
田
　
　
濱

卜但

壇

鈴
木
貞
二
選

神
燈
は
闇
の
奥
な
り
初
詣
　
　
　
　
　
　
佐
藤
周
子

崖
紅
葉
白
鳥
泳
ぐ
白
石
川
　
　
　
　
　
　
佐
藤
善
夫

大
橋
の
中
程
に
き
て
夕
時
雨
　
　
　
　
大
庭
良
子

柏
手
を
奥
に
響
か
せ
初
詣
　
　
　
　
　
　
鈴
木
民
子

葉
牡
丹
の
露
玉
光
り
朝
ぬ
く
し
　
　
　
　
草
野
美
沙

宅
配
と
な
り
し
初
荷
の
な
つ
か
し
き
　
　
岡
崎
澄
子

威
勢
よ
き
掛
声
上
げ
て
初
荷
か
な
　
　
高
橋
和
歌
子

六
段
の
琴
音
も
新
た
今
朝
の
春
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

大
樽
に
大
根
を
漬
け
農
婦
達
　
　
　
　
勅
使
瓦
令
造

池
の
面
の
波
紋
に
の
り
し
落
葉
か
な
　
　
太
田
敏
子

凍
て
つ
き
し
路
を
ゆ
っ
く
り
初
荷
ゆ
く
　
川
村
静
恵

声
高
に
祈
る
人
あ
り
初
詣
　
　
　
　
　
　
青
木
良
子

日
記
果
つ
今
年
も
暮
れ
る
読
み
返
し
　
　
近
内
キ
ヨ

残
る
日
の
僅
か
と
な
り
し
煤
は
ら
い
　
　
石
沢
敏
子

娘
ら
の
幸
み
く
じ
に
托
し
初
詣
　
　
高
子
た
ち
ば
な

O
次
回
の
課
題
は
大
試
験
、
梅
。

〇
三
月
旬
会
は
三
月
二
十
四
日
㈲
十
二
時
よ
り
中
央

　
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
題
・
雛
、
春
炬
燵
、
雑
詠
。
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公民館だより
翻公、民館まつり

　第4回を迎える公民館まっりは

次の日程により行われます。

　ことしも文化講演会をはじめと

したいろいろな催しもののほか展

示の部も開設されます。

　なお、詳細については、広報3

月号に掲載します。

》期日　3月15日（金）～18日〔月）

〉会場　白石市中央公民館

プ、文化講演会

〉日時　3月16日（土）午後2時～3

時30分

レ講師　はらたいら氏（マンガ家｝

　テーマ「入生らくがき帖」

一蟹㌧陸嚇L・・tl璽瞬一丁．

　　　　　　ウ　い、乱
　　　　　　　亭　1扶、，

11r藷訟庫蟻

▲祝成人（1月15日）

繍講師の募集
　中央公民館では、60年度に次の

講座開設を予定しています。講師

にふさわしい方を募集しておりま

すので、詳細は奮6－2453、4－5377

にご連絡ください、、

〈開設予定講座＞

　中国語、朝鮮語、ちぎり絵、日

　本古典文学、日本中世文学、英

　語、版画。

図書館
特集コーナー

＝素晴1．、ごべ生

一冊の本との出会いから

女台まるかも・

しれません！ノ

　今春、成人を迎えた方や卒業後

社会人として活躍されるみなさん，

に読んでいただける本を特集コー

ナーに用意しました。

　何かといそがしくなる時節です

が読書で気持ちを休めてみません

か。一冊の本との出会いがあ，なた

の人生に役立てば幸いです。

蝉
、
薙
劃

・
癒
門

「
6
轟
∵

　
　
、
㌦

隅
盛
蕉

一
欝

恥
．
一
玩

ド
野
－

－業箒 病1

少年アキー一教室
　1月7日から9日までの3日間、好天が続・1みやぎ蔵王白石スキー場

を会場に新春少年スキー教室が行われました。

　スキー教室に参加した白一小、白二小の5、6年生達は、熱心にスキ

ー技術の向上に励み、その中で互いに初めて出会う新しい仲闇達は白銀

の世界に友情の輪を広げました。

☆暦のろ云では　もう　春　丁で

　外は寒くても、そろそろ暮らしも

春に向けて衣がえのご用意などい

かがでしようか。

　冬から春の暮らしに役立つ本あ

れこれ用意しています，、

禽子とも室1の特『隼

　雪と氷の冷たい2月にもたのし

い豆まきの行事があります。

　今の季節は雪と氷、そして鬼、

やがて春の足音と共にひなまっF）

です。

　この季節に見たい本いろいろ用

意してみました。

　家族そろって今、読みたい本を

さがしてみては……。

　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
の
本
日
本
社

お
墓
を
建
て
る
　
　
　
　
　
冬
樹
社

旅
の
終
り
は
個
室
寝
台
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
脇
　
俊
三

北
京
原
入
勿
勿
来
去
　
　
賢
蘭
　
城
外

江
戸
っ
子
芸
者
一
代
記
～
戦
前
・
戦
後

　
　
　
　
　
　
2
冊
　
中
村
　
喜
春

韓
国
人
が
見
た
日
本
　
　
朝
鮮
日
報

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
の
日
本
人
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
　
勲

我
が
闘
争
こ
け
つ
ま
ろ
び
つ
闇
を
撃
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
坂
　
昭
如

シ
ュ
ダ
イ
ナ
ー
教
育
入
門
高
橋
　
巖

み
ち
先
生
の
マ
マ
ヘ
の
ラ
フ
レ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
み
ち

暮
ら
し
の
気
象
学
　
　
　
倉
嶋
　
　
厚

ゼ
ロ
秒
の
死
角
　
　
　
江
守
　
一
郎

f
ン
テ
リ
ア
・
暮
ら
し
の
演
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
宅
新
報
社

兼
業
農
家
の
f
ネ
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
忠
三
郎
外

や
さ
し
い
庭
木
事
典
　
2
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
と
生
活
社

保
存
版
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
シ
ソ
ク
全
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
　
楽
　
社

話
し
上
手
m
の
法
則
　
坂
咀
山
輝
夫
外

革
の
副
咋
　
　
　
　
　
谷
　
　
保
仁

五
十
歳
、
い
ざ
！
　
　
　
高
田
　
　
宏

マ
ン
†
ウ
百
一
夜
　
　
　
北
　
　
桂
夫

時
の
と
ま
∩
．
た
赤
ん
坊
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
野
　
綾
子

ど
さ
ん
こ
大
将
　
上
・
下
半
村
　
　
良

吸
血
血
　
鬼
　
　
　
　
　
栗
本
　
　
一
．
q

活
人
剣
｝
刀
齋
　
　
，
　
梁
取
　
三
義

ふ
だ
ん
着
の
作
家
た
ち
　
森
田
　
正
治

　
子
ど
も
の
本

の
り
も
の
ず
か
ん
　
全
4
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
音
館
書
店

こ
ど
も
の
世
界
百
科
　
主
1
6
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
る
ぷ
出
版

か
く
し
神
さ
ま
　
　
信
州
児
童
文
学
会

銀
河
の
旅
ヘ
ー
宮
澤
賢
治
堀
尾
青
史

漠
字
の
は
な
し
　
　
　
　
山
田
旺
美
外

なみ

のん

図
童
日

館

ノノ

【
材
料
】

お
か
ら
脚
9
、
ひ
じ
き
（
乾
）
2
0
9
、
入

参
50
9
、
ご
ぼ
う
30
q
、
、
大
根
6
0
9
、

葱
4
0
9
、
凍
ど
う
ふ
2
枚
、
こ
う
な

ご
如
9
、
油
大
さ
じ
3
杯
、
み
り
ん

大
さ
じ
2
杯
、
牛
乳
5
0
㏄
、
塩
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消費生活モニター調査結果 調査日：昭和60年1月1日　白石市

名晶

i．砂 糖
f
）

り
臼 よう泊
3．サラダ油
4．小　麦　粉
5．食　パ 、

ノ

6．マーガリン
牛門

‘

’
謁
す

タ8
9。　ティソシュペーへ一

10．ラ　　　ッ　　ブ

n．ブロパンガス

12．カレーライス

13，理　髪　料
半、

／ネマ4

15。灯 1匡♪
ー

16．レキュラーガソリン

17．軽 油

18．、へ重山

銘柄　規格
上自糖 1kg
‡爵良造｝二1ご’乏電覗1ほ1　　　1．3r’

　　　1ひん代込み1
ポリ容器入り　　1kg

薄力粉 1kg

並　　食 1斤

ソフトカルトン入ン）225g

紙容器入り　1，000ce．

カルトン入り　　225g

400枚（200組〉紙箱7、り

幅30em長さ20m（一巻）

10㎡ （気体1

並　 皿 皿
カコ

七

小学生調髪1洗髪を含む｝

1店頭価格　　18の

〔配達料込み　1麗）

1　一　現　金
1　’　現　金
1　ぎ　現　金

最高値
288F

525

590

240

170

215

280

59S

158

238

5，150

450

1，600

6，000

1，500

1，500

153

105

85

最低1直

363円
418

500

208

150

163

208

375

120

118

5、1）1）0

370

1，400

4，500

1，350

1，350

150

100

75

平均値 醐平均価格

273円　　273円

448

548

221

152

193

235

426

150

183

4，445

427

1，500

5，250

1，381

1，418

150

102

80

449

525

221

155

192

231

427

150

∩
081

5，080

427

1，500

5，250

1，428

1，466

152

103

79

貢揃服格比

＿円

△0．2

4．4

△1．9

0．5

1．7

△0，2

△12．5

∩
O

ウ
」

（
晶

△3．3
9
」△

△1．0

1．3

備 考

上昇品目：サラダ油、

マーガリン、牛乳、A

重油

下降品目：しょう油、

食ノヤン、　バター、　プロ

ペンガス、衣丁油、　レギ

ュラーガ’ノリン、軽油

横ばい品目：砂糖、小

麦粉、テイノシュペー

パー、　ラソブ、　カレー

ラィ　ス、　王里髪料・、　パー

マネント料

プ0



幽こけ1．ノに関する俳句、

　短歌、川柳の募集
　第27回全日本こけしコンクール

は来る5月3日から7日まで市民

会館を会場として開催されますが

同時に発行されます出品リストパ

ンフレットに市民の皆様から広く

応募いただき入選1乍品を掲載発表

いたすことになりましたので、次

の要領にてご投句ください。

〉種別と条件　俳句、短歌、川柳

　でこけしに関するもの

〉応募方法　各種一入3首まで封

　書またはハガキに住所、氏名、

　電話番号を明記すること。俳句、

　短歌、川柳の併記は不可

＞選者　俳句　鈴木貞二先生

　　　　短歌　川股兵三先生

　　　　川柳　鈴木誤差先生

1〉申し込み先　臼石市字桜小路35

　臼石市商工観光課内　第27回全

　日本こけしコンクール事務局

》応募〆切　3月15日

〉入選　各々10首（記念品を贈り

　広報しろいしに発表）

レその他　入選作品の版権は全日

　本こけしコンクールに帰属し各

　種印刷物に使用させていただき

　ます。

謹婦人用セーター手編教室

〉募集人員　15名

〉日程　2月21日、3月7日、3

　月19日の3日間。

〉時間　いずれも10時～12時

》受講料　無料（材料費個人負担）

＞申し込み　2目15日まで働く婦

　人の家⑤5－5095へお申し込み

　ください。

　　　　　　　魯

ノ3

薦宮城県整肢不忘、学園

　1肢体不自由児施設』！介助

　職員募莫
　昭和60年4月1日に採用する当

園の障害児（者）介助員の採用試験

を次の要領で行います。

〉職種及び採用予定人員

　単純労務職（介助員）若干名

〉受験資格

○白石市、蔵王町、七ケ宿町の区

　域内に居住し、昭和35年4月2

　日から昭和42年4月1日までに

　生まれた者で学歴は問いません。

レ第一次試験の日時及び場所

O日時　昭和60年2月18日午前10

　時

○場所　整肢不忘学園会議室

※第二次試験は、第一次試験合格

者のみ実施します。

〉受験手続

○申し込み　申し込み用紙は、不

　忘学園総務課庶務係に用意した

　用紙を使用し、所要事項を記入

　して、持参して提出すること。

　（郵送は認めません）。

○受付期間　昭和60年2月1日か

　ら2月15日まで、持参すること。

○受付時間　平日は午前8時30分

　から午後5時。土曜日は正午ま

　で（日曜日を除く）

〉その他　受験に関する問い合わ

　せは、不忘学園総務課庶務係ま

　でどうぞ。

、寧話q2242－15）r⇒5↓8

　鳶植物スライト映写会ワ1、

　蔵王連峰、阿武隈山脈などに囲

まれた白石には、たくさんの種類

の植物が成育しています。

　日常生活において何気なく見過

ごしている植物、白石を分布の限

界としている植物など、白石周辺

の植物のスライド映写会を開きま

す。

〉日時　2月10日（日）13時30分～

〉会場　白石市中央公民館

　　　　　視聴覚室

1〉問い合わせ　白石市植物愛好会

　鈴木六一郎　電話15）1368

60年度白石市立幼稚園児第二次募集

事項

頭雅園名

募集人員

募集期間

入園資格

入園願、書

受付場所

入園願書

受付時間

その他

白石第一幼碓園

26名

白石第二幼碓鐵

46名

昭和60年2月1日（金）～昭和60年2月28日（木）

1）年齢満5歳児昭和54年4月2日から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1出生したもの
　　　　　　　　昭和55年4月1日まで
　　　　満4歳児昭和55年4月2日から、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　r出生したもの
　　　　　　　　昭和56年4月1日まで
2）自石市在住者であること。

3）白石市内の私立幼稚園に在園中のものを除く

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜口（午前9時～午後4時まで）

土曜日（午前9時～午前ll時30分まで）

但し、日曜日、祭日は除く

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に用意して

　あります。

2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をします。

但し、5歳児は4歳児に優先します。

罰昭和60年度

　　教育モニター募集
1．趣旨

　　政府の文教施策について、広

　く一般国民から意見、要望等を

　聞き、文教行政の参考とします。

2．仕事

　　教育モニターには、次の仕事

　を行っていただきます。

①文部省がお送りする文書にご

　　意見などを記入し、回答して

　　いただきます。（テーマ報告）

②①以外で、文教行政に対する

　　ご意見、ご要望などがある場

　　合は随時お送りいただきます。

　　（随時報告）

3．募集人員等

　　　500人　依頼期間　2年

4．応募資格

　　教育について関心があり、教

　育モニターとして仕事に熱意を

　もっている満20歳以上の日本国

民です。ただし次の方は応募で

　きません。

①国会議員及び地方公共団体の

　　議会議員

②常勤の国家公務員及び地方公

　　務員（ただし、校長及び教員

　　は応募できます。）

③行政相談委員法による行政相

　　談員

④かって文部省教育モニターで

　　あった者

5．謝礼等

　　謝礼は、文部省からお願いし

　た「テーマ報告」についてご意

　見を提出していただいた場合は、

　1，500円をお支払いします。また

　文部広報、その他の広報資料を

　発行のつどお送りします。

6．申し込み先

　　宮城県教育委員会行政課

7．申し込み締切日

　　昭和60年2月23日（土）

　（郵送する場含には、2月23日

　の消印有効です∂

8．「教育モニター申込書」用紙の

請求

　所定の「教育モニター申込書」

　は、直接、上記「6．申し込み先」

　で受け取るか、または60円切手

　をはった返信用封筒（あて先明

　記）を同封して請求して下さい。

9　選考結果

　昭和60年4月に文部省で決定

　し、直接本人にお知らせする予

定です。

翻仙台一高通信制生徒募集
　働きながら学ぶことのできる通

信教育は、年齢・性別には制限な

く主として自学自習で高等学校を

卒業できます。

レ入学の目的　○高校課程…高校

　の卒業資格を得たい人。○特科

　生…一般教養として一部特定科

　目だけについて勉強したい人。

レ募集人員　高校課程…500名（特

　科生も含む）。

》募集期間　昭和60年2月1日團

　から4月9日肉まで

1〉詳しい資料がほしい人または入

　学願書がほし巨人は、来校する

　か、電話か手紙で、下記に申込ん

　でください。〒980仙台市元茶

　畑4番地何（0222）93－6739か

　57－4501までどうぞ。

　なお、次のとおり入学希望者説

明会を行います。

〉日時　昭和60年3月10日（日）午前

　10時～正午

レ場所　白石市兀山28吉見学園

　服装技芸専門学校何6－2835

醤海外移住研修生募集
　昭和60年4月入所の第46期海外

移住研修生の募集を次により行い

ます。

＞募集人員　第46期生　35名

〉応募資格　南米の日本人移住者

　受入国へ農業移住を希望する18

　才”、上30才程度までの心身健全

　な者。

〉応募締切　昭和60年3月6日因

〉申し込み関係書類

（1）入所申込書（写真添付）1通

12∬建康診断書　　　　　　　1通

13）戸籍謄本　　　　　　　1通

（4）最終学校卒業証明書　　1通

※11）、12）は当方に様式があるので

　請求してください。

　〉申し込み先　国際協力事業団東

　北支部または、宮城県総務部総

　務課
〉選考方法

　ほ面接及び作文審査

　12）選考場所：宮城県総務部総務課

　13）選考日時：応募者に直接連絡

　〉研修期間　昭和60年4月4日～

　昭和61年3月20日
1鰯1考えよう高齢化社会」
1　週間2月17日（日）～23日（土）l

O主な内容
1■、イキイキ長生きセミナールl

i　（テレビ生中継）

1〉日時　2月17日旧）午前10時
1〉場所　仙台市「東北大学記念講堂」
ヨ

1〉講演「高齢化社会を迎えて」

1　講師　鈴木健二（N　H　Kアナウl

iンサー）
1※入場整理券は、はがきで紳し1

込みください（先着順）

i（送り先）仙台市錦町1－11－l　l

　N　H　K仙台放送局「ゼミナール」係1

〔

圃　イキ丁キ長生きケート丁一1ヴ

　大会」（テレビ生中継）

　〉日時　2月23日仕）午前8時30分：

レ場所　宮城町「体育館」

1囲 テレソン・考えよつ高齢！ヒ社芸’

1レ放映日時　2月23日吐）午後7時」

　30分～8峙45分（総合テレビ）

○主な特集番組の放送予定

　「あなたはいっまで働けるか」

　「老化を防ぐ体操」

　「あなたの職場はどうかわる」

　「肩こり体操」　「成人病を防ぐ」

　「みやぎ老人の主張」

’「NHK東』ヒアワー」

　「NHK金曜特集」

f2



　
へ
盈
夢

　
　
　
■
蛮

、
樹
鼎

・
・
‘
魂
・

帯
懸

灘
x
．
い

鐵
薯
．
『

曹
『
’

鮒簿舗

声役脚餌脊軍
白翁市字桜小部

〒289－02容5藁瞬U織1、

自国民年．傘、1

思れずに申告しきしまう，ノ

　今・年も確定申告の時期（3月）

が近づいてきました。

　国民年金の保険料は、「社会保険

料」として所得控除の対象となり

全額が所得から差し引かれ、課税

の対象になりません。控除が受け

られるのは、昭和59年中に納めた

保険料の額で、この中には追納あ

るいは未納保険料として納めた額

も言みます。

　農業や漁業、サービス業などの

自営業者の方は、3月の確定申告

の時、自分自身の保険料はもちろ

んのこと、家族の分として支払っ

た保険料も、申告することによっ

て社会保険料控除となります，

申告しなければ手空除となりません

のでミ確定申告，の際には忘れず

に申告しましょう。

　昭和59年の国民年金保険料（月

額）は、♪欠のとおりです。言羊しく

は市民課国民年金係または各出張

所へお問い合わせくださ1、・。

　1～3月分……………5，830円

　4～12月分……一一・6，220円

　付加保険1斗………・・…一400円

　　　　今」コノタ納、麟、は

　　国民健康保険税…

’5

＜総務課）
　　自石市建設工．事関係

　　競争入．札参加申亀．込

　　みの受1承ご．つ1一ギて

　市では、昭和60・61年度におい

て発注する建設工事、コンサルタ

ント等の競争入札参加資格申し込

みの受付を次により行いますので、

ご希望の方は申し込んでください。

でください、フ

〉受付期間　昭和60年2月15日虚）

　～28日〔木ぽで

※必要書類等の詳しいことについ

ては、市総務課岱5－2111（内線

323）にお問1、』含わせください。

　　　　　　　　　　　へ＼

（保険課）
　　　　　　　　　　　　　／

　1，・ま使用している「国保彼保険

者証」（退職者医療彼保険者も含む）

は3月までの期限となって1、、ます。

4月l　I」から新しいプリーム色の

保険証に変わります。忘れないで

取り替えてください。

　更新の1」程・会場等は3月の広

報でくわし1お知らせいたします。

　　　　　　　59年度最終納期（第5期分）です。お手もとの

納税通知書をもう一度お確めください。

一一一一一…一一　　一圖巨月内≠納1こ橋ナ戸一

蟹白1コ打3F勺号寺殊学級・

　　　　　学習発表会

〉日時　2月7日1木）午前10時～11

時45分

〉場所　白石市中央公民館ホール

麹紙上から御礼、’

　　アフリカ干＝はつ救援釜

　日本赤十字社宮城県支部自石地

区では、アフリカ干ばっ救援金を

受付していますが、昭和60年1月

21日現在212，838円になりました。

ご協力いただき誠にありがとうご

ざいました。

　なお、ひきっづき受付していま

すので、ご協力くださるようお願

いいたします。

　日本赤十字社宮城県支部白石地区

　　（白石市社会福祉事務所内）

ブ、『白石市社会福祉協議会

　事業に対する一般寄付
（期間　59年4月1日～

　　　　　60年1月14日現在1

（寄付者名）　　　　1金　額1

佐竹富蔵　　　　　　　5〔），000円

県南民謡連合会

代表　草野挑秀　　　　50，000円

鈴木孝f乍　　　　　　25，978円

みちのく芸能㈱

大浦幸夫　　　　　　　20，000円

臼石市社交ダンス愛好会

会長　佐藤甚一　　　　li）3，272円

臼石市農村青少年械能集団

会長　新山民夫　　　　　6，155円

安彦久雄　　　　　　　　830円

1焼…1【1我はる　　　　　　　　5，000円

武田よし子　　　　　　9，000円

1寸上吉治　　　　　　20，00り円

■84年末福祉コンサート実行委員会

代表　　季目7尺ネ豊一・　　　　　373，409円

吉見製麺所瞭｝

吉見光夫　　　　　　　5，515円

水道凍結にご注意を

1］　σ　監i　雪1引・目　瓢ll田1・露 』コ　目1画　r・璽　関

官公庁だより
II鼻1瑠1一む1・⑩li卯　雪15 d　、1　ヨ　呈・o　曇1　顎

L墾鷲轡
　　　　　　大河原税務署

　1年間に贈与を受けた財産の価

額を含計して、60万円を超えると

きは、贈与税の申告をしなければ

なりません。贈与税の申告と納税

は、2月1日から3月15日までで

すが、一峙に納めることが困難な

ときは、担保を提供するなどして

5年以内の年賦による延納もする

ことカfできますウ言羊しくは、最奇：

りの税務署や税務相談室にお尋ね

ください，、

鰯白石電報電話局の
　営業窓口2月12日ナレ、

　　　　　　　　新局害く

　長い間、利用者の皆様に、ご不

便をおかけしておりましたか、よ

うやく窓口祈築工事が終り、2月

12口から、新しい営業窓口で、営

業業務を開始する運びとなりまし

たのでお知らせします。

　職員一同皆様のおいでをお博ち

しておりますので、今後とも尚i、、

っそうよろし1お願い申し上、げま

す⊂、

團
輔

旧
国
道
四
号

至
仙
台

［亟亟ヨ

至市民会館

　1階…喜掌，，1翠

　ピ階・・線路宅内星，「ll

　3階…纈．巴擁橋室

　4階…局長「…萱

　　　庶務ゆ累

L轄蕪臨
　仙南保健所および白石刈田地区

地域医療対策委員会〔銭谷喜四男

会長）が下記の日程で講習会を開

催します。これは、現在就業して

いる看護職員および就業していな

い有資格者の方々を対象に、最近

の医術および看護技術についての

科目を組んでおr）ます。ぜひ受護

されるようお知らせします。

　なお、受講希望者は、2月18日

昭1までf山南1呆1建戸斤臼百支fli斤　（費自

石022426）2107または1512108にお

申し込みください。

〉日時　2月20日から22日と2月

25口から27日の6Ll間ウ（午前9

　時30分から午後3噂までl

I》場所　白石市健康センケー会，議

　室13階）

〉講習内容　心臓病、性、看護の

　考え々警、

〉受講料　無料

鰯自勤車の検査及び整嗜

　につし，’てのお問い合わ

　せは検査・整備1瞬番へ．’

　険査・整備110番では、自動車

の検査・整備に関する法津・制度

のほか車検の手続き、内容等の自

動車の検査に関する二と、整備料

金、整備の内容、定期点横整備の

項目、実施方法等の自動車の整備

に関すること等についてのお間い

台わせ、ご相談に応じています
・

　なお、昨年7月1日から仙台陸

運局は、東北運輸局に変わりまし

た二

　苦情・佃談窓口は束北厘輻局整

備白1麿0222－95－76171内線1471

です、お気軽にご利園1ださい。

愛」〕、準日

　　　　　　　　　　　　　　り
獲叶譲渡戸稽鴨檬1墳r

　　　rh段1］ノ1し∋’‘室

匿黎肇酵は
　　　　　　大河原税務署
　昭和59年分の所得税の確定申告

書の受付及び納税は、2月16日か

ら3月15日までです。

　期限間近になりますと税務署は

大変混雑しますので、申告は早め

にお済ませ1ださい、，

　また、正しくない申告をします

と。不足の税金を納めるだけでな

　　加算税や延滞税も納めなけれ

ばなりませんので正しい申告をし

て1ださい。

　費チ1牛レーサー1ニス懸蘇

　臼行の歴史を知り、観光臼面の

みど二ろを、多1のへに知っても

らい、白石を二れまで以上に夏し、

親しんでもらう二とをねらいに、

次のテレホ）サービスを開始しま

した。

。》臼石・刈田地方の郷土史

　　自石（02242〉5－6000

　　講師：神明社宮司　佐藤俊彦

　　　　　氏（前白石高教師）

　第1回はミ臼石歴史夜話・シリ

　　ーズ第1話～第6話

・〉臼石市観光情報

　　［三1石　102242）　4－5915

　〔※午後6時から翌朝9峙まで

　　テレホンサービスが聞かれま

　　す〕

　　　　　　　　白石郵便局

　郵便局では、：れまで6Lりまで

しか送れなか一売郵1劇・包をll卜年

！l日力・ら！し1巨1まで達圭れるよう己気善

いたしました，

　一層便利さを増した郵便小包を

垂5便窓1 1で気！隆に申し付けのうえ

ご利用1たさ1，』，

プ4



カメラ夢昌ユ男ス・ 休日急患当番医

　　伝統こけしの初びき
　　1月2日恒例のこけしの初びき
行事がここけしの里ヤ弥治郎地区
で行われ、大勢のこけしファンが
訪れるなどにぎわいました。神事
のあと正装した新山慶美さんが工

℃人を代表し初びきを行い、ロクロ

模様も鮮やかなこけしを制作。

月　日

2／3

10

11

17

24、

内 科

加藤同医院（5〉2001

柿崎医陶5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5〉2502

広瀬医院（5）0238

トタ 科

刈田病院（5〉2145

斎藤医院（5）1222

朝倉病院（5）2101

刈田病院（5）2145

銭谷医院（5）2010

　　白石和紙の初すき

　1月5日当市ではただ一人のす
き手である遠藤忠雄さん（鷹巣）方

の工房内で和紙の初すきを行いま

した。原料のコウゾや製品の和紙
などを神前に奉納、神主のおはら
いの後、遠藤さんがすき舟に向か
い一枚一枚丹念にすき上げました。

　　新入学児年賀はがき抽選会

　自石郵便局は、今青小学校に入
学する児童にお年玉年賀はがきを

配布しました、1月25日北保育園
で行われた抽選会の結果当選番号
は次のとお・りです。．へ、B組下2け

た71、60、09、80、74、10、29、
16、　56、　82、　350

　　　　　　　　齪メ、にこ7ノ動急　1月

※都合により変更になる場合もあります。

定　例 相 談（2月分）

相談区分

人権擁護
稲　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業招介

社会保険
相　　談

看党矛勢　季目　詮炎

消費生活
相　　談

補聴器
巡　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

障身
相

者

E碑在
〔コ

相談日

15

15

15

5・25

5・19

15

15

　15
毎週月・火・

水・木・金

リオン6・19

ニホン　15

15

15

8

間時

10：00～

　15＝00

10＝OO～

　15；00

10：00～
　15＝00

10：00～
　12：00

10＝00～

　13：00

9＝30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

．13：00～

　14：00

10：00～

　11100

10：00～

　15＝00

10：00～

　15：00

10＝00～

　15＝00

場　　所

白石市役所

2階会議室

同 上

同 上

健康センター

2F皆季目言炎室

健康センター

2階相談室

大会議室

臼石市役所

2階会議室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

自石市役所

臼石市役所

4階会議室

白石市役所

第三会議室

内 容

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地の売
買に関する税金、法人
の税金などの相談

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との間題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと

身体障害者の生活、

職業、結婚等

マ
ハ

勇
、 61

戸


